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【ひだまり懇談会講評】（参加した県下各地のＰＴＡ役員の皆さんへ話させていただいたことから）

お子さんにほっとできる居場所を
・・・子育てに夢中になっている時、「自分」とはなんだろう…などとは考えません。自分のよさを

誰かに語る、なんて機会などもまずありません。家事に育児に自分の仕事！…と、毎日精一杯。思う

ように物事が進んでいかないといらいらして、つい必要以上に子どもを叱ってしまい、自己嫌悪に陥

るという悪循環の日々。

このひだまり懇談会で皆さんに研修していただいたことは、そんな悪循環を抜け出し、ありのまま

の自分を受け入れ、物事を前向きに捉えたり、積極的に行動できたりするような状態にする、すなわ

ち「自己肯定感を高める」、ということでした。自分自身を変えるというのは、なかなかできないこ

とですから、まず自分のよさやもっとなりたい自分についてを付箋に書き出し、それをグループのメ

ンバーに発表しながら語り合い、質問したりされたり、アドバイスし合ったりながらお互いに磨き合

う、ということをしていただきました。今、懇談会が始まる前とはちょっと違う自分を感じていらっ

しゃるのではないかと思います。

最初は遠慮がちであった初対面の方との対話が、だんだんに盛り上がり、夢中になって語り合い、

聞き合い、共感し合い、認め合う中で、明日から、いや今日帰ってから、子どもにこんなふうに接し

てみたい、こんなふうに言ってあげたい…そんな具体的なイメージが、たくさん浮かんできたのでは

ないかと思います。親に心のゆとりができると、子どもにかける言葉や接する態度が違ってきます。

子どもはそういうほっとできる居場所の中で安心して成長し、「自分は大切な存在なんだ」と自己肯

定感を高めていくことができます。自己肯定感が高まった子どもは、周りの人も大事にすることがで

きます。いろんなことに頑張れる子どもになります。そんなほっと出来る居場所をご家庭の中でぜひ

つくってあげていただきたいと思います。

日々仕事に忙しいと、子どもに申し分け無いという気持ちがわいてきます。そういう気持ちになる

と、私もそうでしたが、つい子どもが自分でした方がいいことまで手を出してしまいます。結局子ど

ものためにならなかったと後から分かるのですが、心にゆとりがないとなかなかうまくいきません。

子どもの心に寄り添うけれどもブレずに親としての信念を貫くこと。

…大丈夫、きっと子どもは、親が思う以上に親のことをよく見ていて、

忙しいことや大変なことも分かってくれています。

私達は、子どもが生まれてくれたおかげで親になれました。子育て

は大変なことも多いわけですが、子どもと一緒に笑ったり泣いたり喜

んだり悲しんだりしながら、子どもの心に寄り添い、子どもと一緒に

成長していく親になりたいな、と思います。忙しい毎日ですが、ぜひ

ご自分を大切にして、子どものためはもちろんですが、自分のために

も子育てやＰＴＡ活動を楽しんでいただけたらと思います。…（後略）

学校への連絡についてのお願い
学校への欠席連絡等は、緊急の場合を除いては連絡帳を通じてお願いしています。朝、電話で

の連絡が多いと、日直始め職員が電話の応対に追われてしまいます。また、日中も担任への伝言

（お子さんに○○と伝えてほしいなど）の連絡が来ることがありますが、中洲小は教室の電話に

外線がつなげないため、電話を受けた者がメモを書いて伝言したり、休み時間を見計らって伝え

ることになります。事務職員の業務が立て込んだり、担任が教室にいない場合など連絡がうまく

つかなかったりすると、保護者の方にもご迷惑をかけてしまいます。特に午後の連絡は下校が近

いため間違いのないように教室にすぐに連絡をするとなると、授業が中断してしまうことになり

ます。緊急な場合を除き、予め分かっていることについては、ご家庭で確実にお子さんに伝えて

おいていただくよう、ご協力よろしくお願いします。


